
⾼齢化の推移と将来推計

令和４年度版 ⾼齢者⽩書（内閣府）より
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看護職の供給数と必要数の差

医療従事者の需給に関する検討会2019（厚⽣労働省）より
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⼭⼝県内の医療圏別の看護職員数（⼈⼝10万対 平成28年12⽉現在）
平成28年度衛⽣⾏政報告書より
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「地域共生社会」の実現に向けて

（当面の改革工程）

平成29年2月7日

厚生労働省 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部
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「地域共生社会」の実現が求められる背景

歴史的に見ると、かつて我が国では、地域の相互扶助や家族同士の助け合いにより、

人々の暮らしが支えられてきた。日常生活における不安や悩みを相談できる相手や、

世帯の状況の変化を周囲が気づき支えるという人間関係が身近にあり、子育てや介護

などで支援が必要な場合も、地域や家族が主にそれを担っていた。

戦後、高度成長期を経て今日に至るまで、工業化に伴う人々の都市部への移動、個

人主義化や核家族化、共働き世帯の増加などの社会の変化の過程において、地域や家

庭が果たしてきた役割の一部を代替する必要性が高まってきた。これに応える形で、

疾病や障害・介護、出産・子育てなど、人生において支援が必要となる典型的な要因

を想定し、高齢者、障害者、子どもなどの対象者ごとに、公的な支援制度が整備され、

質量ともに公的支援の充実が図られてきた。

（「縦割り」の限界を克服する必要性）

しかしながら、昨今、様々な分野の課題が絡み合って複雑化したり、個人や世帯単

位で複数分野の課題を抱え、複合的な支援を必要とするといった状況がみられ、対象

者ごとに『縦割り』で整備された公的な支援制度の下で、対応が困難なケースが浮き

彫りとなっている。例えば、介護と育児に同時に直面する世帯（いわゆる「ダブルケ

ア」）や、障害を持つ子と要介護の親の世帯への支援が課題となっている。また、精

神疾患患者や、がん患者、難病患者など、地域生活を送る上で、福祉分野に加え、保

健医療や就労などの分野にまたがって支援を必要とする方も増えてきている。

さらに、急速な人口減少が進んでおり、地域によっては、利用者数が減少し、専門

人材の確保が困難になることで、対象者ごとに公的支援の提供機関を安定的に運営す

ることが難しくなってきている。

地域における多様な支援ニーズに的確に対応していくためには、公的支援が、個人

の抱える個別課題に対応するだけでなく、個人や世帯が抱える様々な課題に包括的に

対応していくこと、また、地域の実情に応じて、高齢・障害といった分野をまたがっ

て総合的に支援を提供しやすくすることが必要となっている。

これが、公的支援のあり方を『縦割り』から『丸ごと』へと転換する改革が必要な

背景である。

（「つながり」の再構築の必要性）

このような公的支援制度の課題に加えて、人々の暮らしにおいては、「社会的孤立」

の問題や、制度が対象としないような身近な生活課題（例：電球の取り換え、ごみ出

し、買い物や通院のための移動）への支援の必要性の高まりといった課題が顕在化し

ている。また、軽度の認知症や精神障害が疑われ様々な問題を抱えているが公的支援

制度の受給要件を満たさない「制度の狭間」の問題も存在する。

こうした課題の多くは、かつては、地域や家族などのつながりの中で対応されてき
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- 2 -

た。しかし、高齢化や人口減少の急速な進行を背景に、地域でのつながりは弱まって

いる。また、高齢化や生涯未婚率の上昇により、高齢者のみの世帯や単身世帯の増加

などにより、家庭の機能の低下も生じている。さらに、会社への帰属意識が低下し、

職場での人間関係も希薄化する傾向にある。このような日常の様々な場面における

「つながり」の弱まりを背景に、「社会的孤立」や「制度の狭間」などの課題が表面

化している。

かつての我が国がそうであったように、人生における様々な困難に直面した場合で

も、人と人とのつながりにおいて、お互いが配慮し存在を認め合い、そして時に支え

合うことで、孤立せずにその人らしい生活を送ることができる。また、公的支援が「支

え手」「受け手」という固定した関係の下で提供されるのに対し、人と人とのつなが

りや支え合いにおいては、支援の必要な人を含め誰もが役割を持ち、それぞれが、日々

の生活における安心感と生きがいを得ることができる。このような人と人とのつなが

りの再構築が求められている。

地域は、高齢者、障害者、子どもなど世代や背景の異なるすべての人々の生活の本

拠である。地域を基盤として人と人とのつながりを育むことで、誰もが尊重され包摂

を受けながら、その人らしい生活を実現できる社会を構築していくことにつながる。

また、今後、高齢化により、より多くの人の生活の中心が職場から地域に移っていく。

人々の生活の基盤としての地域の重要性が一層高まる中、地域において、住民がつな

がり支え合う取組を育んでいくことが必要となっている。

このようなつながりのある地域をつくる取組は、自分の暮らす地域をより良くした

いという地域住民の主体性に基づいて、『他人事』ではなく『我が事』として行われ

てこそ、参加する人の暮らしの豊かさを高めることができ、持続していく。また、社

会保障などの分野の枠を超えて地域全体が連帯し、地域の様々な資源を活かしながら

取り組むことで、人々の暮らしにも地域社会にも豊かさを生み出す。

これが、『我が事』・『丸ごと』の地域づくりを育む仕組みへと転換していく改革が

必要な背景である。

（「地域共生社会」の目指すもの）

「地域共生社会」とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」とい

う関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会を目指すものである。

厚生労働省においては、「地域共生社会」の実現を基本コンセプトとして、今後の

改革を進めていく。予算による対応に加え、本年の介護保険制度の見直し、平成30

年度の介護・障害福祉の報酬改定、さらには、平成30年度に予定される生活困窮者

自立支援制度の見直しなど、2020年代初頭の全面展開を目指し改革を実行していく。
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「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に基づく

マンパワーのシミュレーション

平成30年５月21日

厚生労働省
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（注１） ［ ］内は就業者数全体に対する割合。
（注２） 需要の低下について、高齢期の受療率低下は、入院・外来で2.5歳分程度受療率低下、介護では１歳分程度認定率低下を仮定。

（注３）医療福祉分野における就業者の見通しについては、①医療・介護分野の就業者数については、それぞれの需要の変化に応じて就業者数が変化すると仮定して就業者数を計
算。②その他の福祉分野を含めた医療福祉分野全体の就業者数については、医療・介護分野の就業者数の変化率を用いて機械的に計算。③医療福祉分野の短時間雇用者
の比率等の雇用形態別の状況等については、現状のまま推移すると仮定して計算。
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【就業者数全体5,654万人】

医療・介護の需要が低下した場合 ▲８１万人［▲1.4％pt］

生産性が向上した場合 ▲５３万人［▲0.9％pt］

両方の効果を合わせた場合 ▲１３０万人［▲2.3％pt］

シミュレーション結果 （2040年度）

医療福祉分野における就業者数

984
［17.4%］

計画ベース 需要低下 生産性
向上

（万人）

1,012
［17.9%］

需要低下と
生産性向上

935
［16.5%］

医療

介護

1,065
［18.8%］

931
［14.7%］

（参考）
2025年度
計画ベース

その他
の福祉
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シミュレーション結果（医療・介護の患者数・利用者数および就業者数）

2018年度 2025年度 2040年度

患者数・

利用者数
等

（万人）

医
療

入院 132 129 131

外来 783 787 731

介
護

施設 104 117 148

居住系 46 56 70

在宅 353 412 464

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

906
[14.3%]

984
[17.4%]

医療 309 316 309

介護 334 392 461

（１）需要低下

※ 患者数はある日に医療機関に入院中又は外来受診した患者数。利用者数は、ある月における介護サービスの利用者数であり、総合事業等における利用者数を含まない。
※ 就業者数欄の「医療福祉分野における就業者数」は、医療・介護分に、その他の福祉分野の就業者数等を合わせた推計値。医療分、介護分ともに、直接に医療に従事する

者や介護に従事する者以外に、間接業務に従事する者も含めた数値である。［ ］内は、就業者数全体に対する割合。

2018年度 2025年度 2040年度

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

920
[14.5%]

1,012
[17.9%]

医療 309 317 312

介護 334 402 479

（２）生産性向上
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新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン 

令和４年 12 月 15 日 

児童虐待防止対策に関する関係府省庁連絡会議決定 

１．目 的 

児童虐待防止対策については、これまで「児童虐待防止対策の強化に

向けた緊急総合対策」（平成 30 年７月 20 日児童虐待防止対策に関する

関係閣僚会議（以下「関係閣僚会議」という。）決定）、「児童虐待防止対

策体制総合強化プラン」（平成 30 年 12 月 18 日児童虐待防止対策に関す

る関係府省庁連絡会議（以下「関係府省庁連絡会議」という。）決定）、

「『児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策』の更なる徹底・強

化について」（平成 31 年２月８日関係閣僚会議決定）、「児童虐待防止対

策の抜本的強化」（平成 31 年３月 19 日関係閣僚会議決定）等も踏まえ

て、取組を進めてきた。 

しかしながら、全国の児童相談所における児童虐待相談対応件数は依

然として一貫して増加しており、虐待により死亡する事件は後を絶たな

い。このような状況を受けて、本年６月の通常国会で成立した児童福祉

法等の一部を改正する法律（令和４年法律第 66 号。以下「令和４年改

正児童福祉法」という。）や令和５年４月からのこども家庭庁創設も踏

まえた新たな総合的な対策である「児童虐待防止対策の更なる推進につ

いて」（令和４年９月２日関係閣僚会議決定。以下「更なる推進」とい

う。）を策定した。 

また、昨今いわゆる宗教２世に対し、宗教の信仰を理由とする児童虐

待への対応の必要性についても指摘されているところ。 

このような状況も踏まえ、児童相談所や市町村の体制強化を計画的に

進めるとともに、児童虐待防止対策を更に進めていくため、児童虐待防

止対策体制総合強化プランに代わり新たに「新たな児童虐待防止対策体

制総合強化プラン」を策定する。 

児童虐待防止対策の強化に向け、国・自治体・関係機関が一体となっ

て必要な取組を引き続き強力に進めていく。 
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6 

新たな児童虐待防止対策体制総合強化プランの目標

人程度 →
人程度
【注１】

＋ 1,060 人程度

うち
スーパーバイザー 960 人程度 → 1,210 人程度 ＋ 250 人程度

人程度 → 人程度 ＋ 950 人程度

計画期間（令和５年度から令和８年度まで）

令和４年度実績 配置目標 増員数

【注１】令和６年度までに6,850人程度を目標とする。

【注２】こども家庭センターについては、令和６年度の施行に向けて必要な体制等について検討を行い、その検討結果
　を踏まえ、令和５年中に目標設定を行う。

【注３】進捗状況等を踏まえ、必要に応じて目標の前倒し等の見直しを行うことがあり得る。

【児童相談所】

児童福祉司 5,780 6,850

児童心理司 2,350 3,300
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専門基礎科目総合科目

スポーツ健康科学科の養成する人材像及び３つのポリシーの相関

【養成する人材像】

人体の構造と機能に関する分野の基礎知識を基に、スポーツや身体運動に関する専門知識と技能を備える
ことによって、多様な健康状態、発育発達段階、生活環境などにあるすべての人々のWell-beingの向上や
健康増進に貢献できる専門職者を養成する。

【DP1】
国際化や多様化の進む現代社会におい
て、健康やスポーツに関わる専門職者
としての基本的な知識・教養を身につ
け、人々のWell-being向上に貢献できる
能力を有している。

【DP2】
スポーツや身体運動の基盤となる人体
の構造や機能に関する基礎知識を基に、
健康増進に必要なスポーツや身体運動
を実践できる能力を有している。

【DP3】
健康やスポーツに関する幅広い知識・
技能と実践力に基づき、地域や社会の
Well-beingの向上や健康増進に貢献でき
る能力を有している。

【CP1】
総合科目には、国際化や多様化に対す
る知識や教養、技能を修得するととも
に、地域を知り、諸課題を多面的に捉
える能力を育むための科目を配置する。

【CP2】
専門基礎科目には、Well-beingの向上や
健康増進を促進する上で必要となる人
体の構造と機能に関する科目、スポー
ツや身体運動の基礎に関する科目を配
置する。

【CP3】
専門科目には、スポーツや身体運動に
関する専門的知識や実技を学ぶための
科目、地域や社会の健康及びスポーツ
をテーマとした演習・実習科目を配置
する。

【AP1】
高等学校における教育・科目を広く修
得しており、健康やスポーツへの興
味・関心を有している。

【AP3】
地域や社会の動向に関心を持ち、多様
化、複雑化する健康やスポーツの諸課
題に取り組む意欲がある。

【AP2】
課題解決を行うための基礎的な思考
力・判断力と、自らの考え方や意見を
他者に論理的に伝えるための基礎的な
表現力を備えている。

専門科目
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〔スポーツ健康科学科カリキュラムマップ〕

CP DP
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

周南Well-being創生入門 周南Well-being創生論

持続可能な社会とダイバーシティ

教養スポーツ実習Ⅰ 教養スポーツ実習Ⅱ

健康とスポーツ

周南地域文化講座 自然災害と防災

周南地域と産業 社会調査法入門

哲学 日本史Ⅰ 日本史Ⅱ

日本国憲法 外国史Ⅰ 外国史Ⅱ

心理学Ⅰ 心理学Ⅱ

社会学 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

数学 韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

教養ゼミ アカデミックライティング

情報リテラシー データサイエンス入門

総合英語初級Ⅰ 総合英語初級Ⅱ 総合英語初中級Ⅰ 総合英語初中級Ⅱ 総合英語中上級Ⅰ 総合英語中上級Ⅱ

英会話初級Ⅰ 英会話初級Ⅱ

留学英語 グローバル英語

人間と健康 内科学 機能解剖学Ⅰ（総論、体幹） 機能解剖学Ⅱ（下肢、上肢）

解剖学 栄養学 救急処置法

生理学 公衆衛生学

スポーツ医学 健康医学

体力トレーニング論 スポーツバイオメカニクス 運動生理学

発育発達論 体力測定と評価

スポーツ心理学 学校保健

スポーツ運動学 スポーツ栄養学
スポーツ文化論Ⅰ（体育・スポーツ史、体育・スポーツ哲学） スポーツ文化論Ⅱ（スポーツ社会学・スポーツ史）

女性アスリートスポーツ論 運動処方

障がいに対する理解 スポーツ生化学 運動生理学演習

運動分子生物学 運動分子生物学演習

アスレティックトレーニング概論 スポーツ傷害論Ⅰ（体幹、重篤外傷） スポーツ傷害論Ⅱ（下肢、上肢）

スポーツ傷害予防論 スポーツ傷害対応論 スポーツ傷害評価演習 スポーツ傷害対応演習

検査測定評価演習 スポーツ心理学実験演習

メンタルトレーニング論

コーチング論

コンディショニング論 コンディショニング実習Ⅰ コンディショニング実習Ⅱ

リコンディショニング論 リコンディショニング実習Ⅰ リコンディショニング実習Ⅱ

スポーツ産業学 スポーツマネジメント

地域スポーツ文化論 スポーツツーリズム論

パラスポーツ論Ⅰ パラスポーツ論Ⅱ

野外教育論

レクリエーション論 レクリエーション演習 レクリエーション実習

健康運動演習 健康運動実習
スポーツバイオメカニクス演習 スポーツバイオメカニクス実習

スポーツ産業学演習 スポーツ産業学実習

地域スポーツフィールド演習 地域スポーツフィールド実習

スポーツ教育実践演習 スポーツ教育実践実習

保健体育科実践演習 保健体育科実践実習

メンタルトレーニング演習

陸上競技

野外実習（雪上）

ゴール型球技 ネット型球技

ベースボール型球技 エアロビックダンス

・・・必修科目

専門演習Ⅱ

健康産業施設実習

水泳

野外実習（海上）

野外実習（組織キャンプ）

専門演習Ⅰ

ワークショップデザインⅢ

3年 4年

＜養成する人材像＞
人体の構造と機能に関する分野の基礎知識を基に、スポーツや身体運動に関する専門知識と技能を備えることによって、多様な健康状態、発育発達段階、生活環境
などにあるすべての人々のWell-beingの向上や健康増進に貢献できる専門職者を養成する。

DP2
スポーツや身体運動の基
盤となる人体の構造や機
能に関する基礎知識を基
に、健康増進に必要なス
ポーツや身体運動を実践
できる能力を有してい
る。

DP3
健康やスポーツに関する
幅広い知識・技能と実践
力に基づき、地域や社会
のWell-beingの向上や
健康増進に貢献できる能
力を有している。

CP3
専門科目には、スポーツ
や身体運動に関する専門
的知識や実技を学ぶため
の科目、地域や社会の健
康及びスポーツをテーマ
とした演習・実習科目を
配置する。

CP2
専門基礎科目には、
Well-beingの向上や健
康増進を促進する上で必
要となる人体の構造と機
能に関する科目、スポー
ツや身体運動の基礎に関
する科目を配置する。

DP1
国際化や多様化の進む現
代社会において、健康や
スポーツに関わる専門職
者としての基本的な知
識・教養を身につけ、
人々のWell-being向上
に貢献できる能力を有し
ている。

地域ゼミ

ワークショップデザインⅠ

キャリア形成活動Ⅰ キャリア形成活動Ⅱ

CP1
総合科目には、国際化や
多様化に対する知識や教
養、技能を修得するとと
もに、地域を知り、諸課
題を多面的に捉える能力
を育むための科目を配置
する。

1年 2年

ワークショップデザインⅡ
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養成する人材像

豊かな人間性と高い倫理観、幅広い教養を備え、高度な専門知識と技術を活用し、多職種・他業種と連携協働して、あらゆる健康状態にある人びとが
生涯にわたり、社会とのつながりの中で、その人らしくより豊かに生きる力を引きだす看護を実践、探究できる人材を養成する。

豊かな人間性と高い倫理観及び幅広い教養を備えた人材
高度な専門知識と技術を活用できる人材
多職種・他業種との連携ができる人材

あらゆる健康状態にある人が生涯にわたり、社会とのつなが
りの中で、その人らしくより豊かに生きる力を引きだす看護

を実践、探究できる人材

〈DP1〉
人間の尊厳を理解し、社
会の一員として、倫理観
や社会の規範に基づいた
行動を修得している。

〈DP2〉
人間の心身の仕組み、あ
らゆる健康状態にある人
びとの健康生活の保持増
進、疾病予防、健康の回
復のための治療及び健康
や生活に関わる社会資
源・制度に関する基礎的
知識を修得している。

〈DP3〉
多様な価値や文化を尊重
し合う視点を持ち、あら
ゆる健康状態にある人び
とがその人らしくより豊
かに生きることを支援す
る倫理的態度を修得して
いる。

〈DP4〉
看護実践に必要な専門的
知識・技術と科学的根拠
に基づく、対象者にとっ
ての最適な看護を追求で
きる基礎的能力を修得し
ている。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー

〈DP5〉
対象者を中心とした保
健・医療・福祉チームや
他業種との連携協働にお
いて、看護職の役割を果
すために必要とされる相
互に尊重しあうコミュニ
ケーションスキルの基礎
を修得している。

〈DP6〉
知的好奇心を持ち、自ら
課題を見出し、課題解決
に向けて継続的・主体的
に探究、学習する能力を
修得している。

人材像の要素

〈CP1〉
総合科目には人間の尊厳の理解や社会に関
する幅広い教養を修得し倫理的行動論理的
な思考知識を活用する能力を育むための科
目および人びと地域多分野におけるwell-
beingのとらえ方に関する科目配置する。

〈CP2〉
専門基礎科目には看護学を学ぶ上で必要な
人間の心身の仕組みあらゆる健康状態にあ
る生活者の健康生活の保持増進疾病予防健
康の回復のための治療及び健康や生活に関
わる社会資源・制度に関する基礎的知識に
関する科目を配置する。

〈CP3〉
専門科目には看護実践に必要な各看護領域
の専門知識・技術及び科学的根拠に基づき
多職種・他業種との連携協働により対象者
にとっての最適な看護を追求する上で必要
となる科目を配置する。

〈CP4〉
専門科目にはあらゆるライフサイクル及び
あらゆる健康状態にある生活者の健康上の
課題や強みを発見し生涯にわたりその人ら
しくより豊かに生きる力を引きだす看護を
実践探求する上で必要となる科目を配置す
る。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー

AP1 人に関心があり他者と尊重しあう価値観を備えている。
AP2 看護や医療に関する専門知識や技術の修得に必要な意欲及び基礎学力を備えている。
AP3 柔軟な発想で分析し論理的思考に基づいて論述できる。
AP4 看護職者として社会に貢献する意思や具体的イメージを有している。
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CP1：総合科目には,人間の尊厳の理解や

社会に関する幅広い教養を修得し，倫理

的行動，論理的な思考，知識を活用する

能力を育むための科目および，人びと，

地域，多分野におけるwell-beingのとら

え方に関する科目を配置する。

CP2：専門基礎科目には，看護学を学ぶ

上で必要な人間の心身の仕組み，あらゆ

る健康状態にある生活者の健康生活の保

持増進，疾病予防，健康の回復のための

治療及び健康や生活に関わる社会資源・

制度に関する基礎的知識に関する科目を

配置する。

CP3：専門科目には,看護実践に必要な各

看護領域の専門知識・技術及び科学的根

拠に基づき，多職種・他業種との連携協

働により，対象者にとっての最適な看護

を追求する上で必要となる科目を配置す

る。

CP4：専門科目には，あらゆるライフサ

イクル及びあらゆる健康状態にある生活

者の健康上の課題や強みを発見し，生涯

にわたるその人らしくより豊かに生きる

力を引きだす看護を実践，探求する上で

必要となる科目を配置する。

周南Well-being創生入門 ◎ 〇

周南Well-being創生論 ◎ 〇

持続可能な社会とダイバーシティ ◎ 〇

教養スポーツ実習Ⅰ ◎

教養スポーツ実習Ⅱ ◎

健康とスポーツ ◎

人の健康生活 ◎

健康と福祉 ◎

メンタルヘルス入門 ◎

自然災害と防災 ◎ 〇

社会調査法入門 ◎

地域づくり論 ◎ 〇

周南地域と産業 ◎

アントレプレナーシップ入門 ◎

倫理学Ⅰ ◎ 〇 〇

哲学 ◎ 〇 〇

生活と経済経営 ◎

日本国憲法 ◎ 〇

心理学Ⅰ ◎ 〇 〇

社会学 ◎

中国語Ⅰ ◎

中国語Ⅱ ◎

韓国語Ⅰ ◎

韓国語Ⅱ ◎

ドイツ語Ⅰ ◎

ドイツ語Ⅱ ◎

教養ゼミ ◎ 〇

アカデミックライティング ◎

情報リテラシー ◎ 〇

データサイエンス入門 ◎ 〇

情報倫理 ◎

情報社会論 ◎

総合英語初級Ⅰ ◎

総合英語初級Ⅱ ◎

総合英語初中級Ⅰ ◎

総合英語初中級Ⅱ ◎

英会話初級Ⅰ ◎

英会話初級Ⅱ ◎

留学英語 ◎

人間と健康 〇 ◎ 〇 〇

生涯発達論 ◎ 〇 〇

公衆衛生 ◎ 〇 ○

社会福祉学 ◎ ○ 〇

人体の構造と機能Ⅰ ◎ ○

人体の構造と機能Ⅱ ◎ ○

栄養代謝学 ◎ ○

微生物・感染制御学 ◎ ○

臨床薬理学 ◎ ○

周産期小児期疾病治療論 ◎ ○

成人期疾病治療論 ◎ ○

高齢期疾病治療論 ◎ ○

精神疾病治療論 ◎ ○

安全な患者介助 ◎ ○

コミュニケーションスキル ◎ ○ 〇

臨床遺伝学 ◎ 〇 〇

健康まちづくり論 ◎ 〇

専

門

基

礎

科

目

専

門

基

礎

科

目

看護学科カリキュラム・ポリシーと科目の相関

カリキュラム・ポリシーと科目の相関の強いものを◎、相関のあるものを〇で示す

科目区分 授業科目名称

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー：CP）

総

合

科

目

人

間

形

成

と

個

性

伸

長

の

た

め

の

科

目
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地
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持

続

的

発

展
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値

創

造

の

た

め

の

科

目

リ

ベ

ラ
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ア

ー

ツ

科

目

群

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

群
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看護学概論 〇 ◎ ◎

コミュニケーション論 ◎ ◎

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） 〇 ◎ ◎

基礎看護技術Ⅱ（診療に伴う技術） 〇 ◎ ◎

ヘルスアセスメント 〇 ◎ ◎

看護過程 ◎ ◎

看護倫理 ○ ◎ ◎

看護管理学 ◎ ◎

セクシュアルリプロダクティブ看護学概論 〇 ◎ ◎

セクシュアルリプロダクティブ看護方法 〇 ◎ ◎

セクシュアルリプロダクティブ看護実践 〇 ◎ ◎

小児看護学概論 〇 ◎ ◎

小児看護方法 〇 ◎ ◎

小児看護実践 〇 ◎ ◎

成人看護学概論 〇 ◎ ◎

成人看護学方法 〇 ◎ ◎

成人急性期看護実践 〇 ◎ ◎

成人慢性期看護実践 〇 ◎ ◎

高齢者看護学概論 〇 ◎ ◎

高齢者看護方法 〇 ◎ ◎

高齢者看護実践 〇 ◎ ◎

地域・在宅看護概論 〇 ◎ ◎

地域・在宅支援論 〇 ◎ ◎

地域包括支援論 〇 ◎ ◎

地域・在宅看護実践 〇 ◎ ◎

精神看護学概論 〇 ◎ ◎

精神看護方法 〇 ◎ ◎

精神看護実践 〇 ◎ ◎

災害看護論 ◎ ◎

へき地・地域医療 ◎ ◎

多職種連携 〇 ◎ ◎

研究方法論 ○ 〇 ◎

卒業研究 〇 〇 ◎

家族看護学 ○ ◎ ◎

国際保健 ○ ◎ ◎

看護政策論 ◎ ○

看護教育 ◎ 〇

医療経済学 ○ ◎ 〇

well-being実習Ⅰ（地域の成人・高齢者） 〇 〇 〇 ◎

well-being実習Ⅱ（地域の幼児・学童期） 〇 〇 〇 ◎

well-being実習Ⅲ（地域の健康課題） 〇 ◎ ◎

基礎看護実習Ⅰ 〇 ◎ ◎

基礎看護実習Ⅱ 〇 ◎ ◎

地域・在宅看護実習 〇 ◎ ◎

成人急性期看護実習 〇 ◎ ◎

成人慢性期看護実習 〇 ◎ ◎

高齢者看護実習 〇 ◎ ◎

小児看護実習 〇 ◎ ◎

母性看護実習 〇 ◎ ◎

精神看護実習 〇 ◎ ◎

統合実習 〇 ◎ ◎

公衆衛生看護学概論 〇 ◎ ◎

公衆衛生看護活動Ⅰ 〇 ◎ ◎

公衆衛生看護活動Ⅱ 〇 ◎ ◎

公衆衛生看護方法 〇 ◎ ◎

地区活動論 ○ ◎ ◎

疫学演習 ◎ ◎ ◎

地域保健活動展開論 ○ ◎ ◎

公衆衛生看護管理論 ○ ◎ ◎

保健医療福祉行政論 ◎ ◎ ◎

保健活動評価 ○ ◎ ◎

公衆衛生看護実習Ⅰ ○ ◎ ◎

公衆衛生看護実習Ⅱ ○ ◎ ◎
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科
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習
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専門基礎科目総合科目

福祉学科の養成する人材像及び３つのポリシーの相関

【養成する人材像】

地域のWell-being向上のため、福祉に関わる課題を発見し、多様な人材や機関等との連携・調整を図り、
課題解決に主体的に取り組む能力及び、特定の分野に関する専門性だけではなく、福祉サービス全般につ
いての基本的な知識や技能と、ソーシャルワーク能力を身につけた人材を養成する。

【DP1】
国際化・情報化の進む現代社会にお

いて必要となる、ソーシャルワーカー
としての基本的な態度・知識・スキル
を身につけ、人々のWell-being向上に貢
献できる能力を有している。

【DP2】
専門的知識や技術を基に、人々や地域
の福祉に関わる様々な課題を的確に捉
え、必要な支援を明確化し、実践でき
るソーシャルワーク能力を有している。

【DP3】
社会を俯瞰し、多職種多業種との連
携・協働を図り、多様化、複雑化する
福祉課題の解決に貢献できる能力を有
している。

【CP1】
総合科目には、国際化や情報化
に対する知識や教養、技能を修
得するとともに、地域を知り、
諸課題を多面的に捉える能力を
育むための科目を配置する。

【CP2】
専門基礎科目には、ソーシャル
ワークを学ぶ上で必要となる社
会福祉の原理・基盤・政策や社
会制度の基礎に関する科目を配
置する。

【CP3】
専門科目には、チームの一員と
して福祉サービスを提供する上
で必要となる技術・知識を学ぶ
ための科目を配置する。

【CP4】
専門科目には、子どもやシニア
への福祉ニーズに対応し、地域
における福祉施策をマネジメン
トするための科目を配置する。

【AP1】
高等学校における教育・科目を
広く修得しており、ボランティ
ア活動等への興味・関心を有し
ている。

【AP3】
社会の動向に関心を持ち、幅広
い視野と深い考察を育むことで、
多様化、複雑化する福祉課題に
取り組む意欲がある。

【AP2】
課題解決を行うための基礎的な
思考力・判断力と、自らの考え
方や意見を他者に的確に伝える
ための基礎的な表現力を備えて
いる。

ソーシャルワーク系科目 子ども系
科目

シニア系
科目

.地域系
科目

専門科目
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〔福祉学科カリキュラムマップ〕

CP DP
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

周南well-being創生入門 異文化コミュニケーション 周南well-being創生論

持続可能な社会とダイバーシティ 健康とスポーツ			 健康と福祉

メンタルヘルス入門 人の健康生活

教養スポーツ実習Ⅰ

地域づくり論 自然災害と防災

周南地域文化講座

周南地域と産業

倫理学Ⅰ 倫理学Ⅱ

哲学 生活と経済経営

日本国憲法 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

教養ゼミ データサイエンス入門

情報リテラシー 情報倫理

Python入門

総合英語初級Ⅰ 総合英語初級Ⅱ 総合英語初中級Ⅰ 総合英語初中級Ⅱ 総合英語中上級Ⅰ 総合英語中上級Ⅱ

英会話初級Ⅰ 英会話初級Ⅱ

心理学と心理的支援 医学概論 社会保障Ⅰ 社会保障Ⅱ 地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 保健医療と福祉

社会福祉の原理と政策Ⅰ 社会福祉の原理と政策Ⅱ 権利擁護を支える法制度 高齢者福祉 障害者福祉 NPO・ボランティア論

社会学と社会システム 児童・家庭福祉 刑事司法と福祉 社会福祉調査の基礎

人間と健康 貧困に対する支援 福祉サービスの組織と経営

社会福祉法制
地域福祉キャリア形成活動指導Ⅰ 地域福祉キャリア形成活動指導Ⅱ

地域福祉キャリア形成活動Ⅰ 地域福祉キャリア形成活動Ⅱ

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ

ソーシャルワーク演習Ⅰ ソーシャルワーク演習Ⅱ ソーシャルワーク演習Ⅲ ソーシャルワーク演習Ⅳ ソーシャルワーク演習Ⅴ

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ソーシャルワーク実習指導Ⅱ ソーシャルワーク実習指導Ⅲ

多職種協働演習

卒業研究Ⅰ

保育原理 保育ソーシャルワーク論 保育ソーシャルワーク演習

子どもの理解 子どもの遊びと援助 子どもの保健 社会的養護

音楽理論 子どもの遊びと造形 幼児体育 子どもの遊びと言葉

介護基礎理論Ⅰ 介護基礎理論Ⅱ 介護演習Ⅱ 介護演習Ⅲ
こころとからだのしくみ 福祉的ターミナルケア ケアマネジメント論

介護演習Ⅰ

地域観光まちづくり論 健康まちづくり論 地域マネジメント論 政策評価
やまぐち地域福祉発達史 地域福祉経済論 地域企業運営

福祉自治論 社会福祉法人会計

地域公共政策論 地域企業分析

地域企業会計

・・・必修科目

CP2　専門基礎科目に
は、ソーシャルワークを
学ぶ上で必要となる社会
福祉の原理・基盤・政策
や社会制度の基礎に関す
る科目を配置する。

DP2　専門的知識や技術
を基に、人々や地域の福
祉に関わる様々な課題を
的確に捉え、必要な支援
を明確化し、実践できる
ソーシャルワーク能力を
有している。

CP3　専門科目には、
チームの一員として福祉
サービスを提供する上で
必要となる技術・知識を
学ぶための科目を配置す
る。

ソーシャルワーク実習Ⅰ ソーシャルワーク実習Ⅱ

卒業研究Ⅱ

CP4　専門科目には、子
どもやシニアへの福祉
ニーズに対応し、地域に
おける福祉施策をマネジ
メントするための科目を
配置する。

DP3　社会を俯瞰し、多
職種多業種との連携・協
働を図り、多様化、複雑
化する福祉課題の解決に
貢献できる能力を有して
いる。

CP1　総合科目には、国
際化や情報化に対する知
識や教養、技能を修得す
るとともに、地域を知
り、諸課題を多面的に捉
える能力を育むための科
目を配置する。

DP1.国際化・情報化の進
む現代社会において必要
となる、ソーシャルワー
カーとしての基本的な態
度・知識・スキルを身に
つけ、人々のWell-being
向上に貢献できる能力を
有している。

地域ゼミ

ワークショップデザインⅠ ワークショップデザインⅡ ワークショップデザインⅢ

＜養成する人材像＞
地域のWell-being向上のため、福祉に関わる課題を発見し、多様な人材や機関等との連携・調整を図り、課題解決に主体的に取り組む能力及び、特定の分野に関する専
門性だけではなく、福祉サービス全般についての基本的な知識や技能と、ソーシャルワーク能力を身につけた人材を養成する。

1年 2年 3年 4年
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授業科目の名称
配当
年次

単位数

CP1
総合科目には、国際化や
多様化に対する知識や教
養、技能を修得するとと
もに、地域を知り、諸課
題を多面的に捉える能力
を育むための科目を配置
する。

CP2
専門基礎科目には、
Well-beingの向上や健康
増進を促進する上で必要
となる人体の構造と機能
に関する科目、スポーツ
や身体運動の基礎に関す
る科目を配置する。

CP3
専門科目には、スポーツ
や身体運動に関する専門
的知識や実技を学ぶため
の科目、地域や社会の健
康及びスポーツをテーマ
とした演習・実習科目を
配置する。

DP1
国際化や多様化の進む現
代社会において、健康や
スポーツに関わる専門職
者としての基本的な知
識・教養を身につけ、
人々のWell-being向上に
貢献できる能力を有して
いる。

DP2
スポーツや身体運動の基
盤となる人体の構造や機
能に関する基礎知識を基
に、健康増進に必要なス
ポーツや身体運動を実践
できる能力を有してい
る。

DP3
健康やスポーツに関する
幅広い知識・技能と実践
力に基づき、地域や社会
のWell-beingの向上や健
康増進に貢献できる能力
を有している。

周南Well-being創生入門 1前 2 ◎ ◎
周南Well-being創生論 2前 2 ◎ ◎
持続可能な社会とダイバーシティ 1前 2 ◎ ◎
教養スポーツ実習Ⅰ 1前 1 ◎ ◎
教養スポーツ実習Ⅱ 1後 1 ◎ ◎
健康とスポーツ 1後 2 ◎ ◎
自然災害と防災 2前 1 ◎ ◎
地域ゼミ 2通 2 ◎ ◎
社会調査法入門 2前 2 ◎ ◎
周南地域文化講座 1後 2 ◎ ◎
周南地域と産業 1後 2 ◎ ◎
ワークショップデザインⅠ 2通 2 ◎ ◎
ワークショップデザインⅡ 3通 2 ◎ ◎
ワークショップデザインⅢ 4通 2 ◎ ◎
哲学 1前 2 ◎ ◎
日本史Ⅰ 2前 2 ◎ ◎
日本史Ⅱ 2後 2 ◎ ◎
外国史Ⅰ 2前 2 ◎ ◎
外国史Ⅱ 2後 2 ◎ ◎
日本国憲法 1前 2 ◎ ◎
心理学Ⅰ 1前 2 ◎ ◎
心理学Ⅱ 1後 2 ◎ ◎
社会学 1前 2 ◎ ◎
数学 1前 2 ◎ ◎
中国語Ⅰ 1後 2 ◎ ◎
中国語Ⅱ 2前 2 ◎ ◎
韓国語Ⅰ 1後 2 ◎ ◎
韓国語Ⅱ 2前 2 ◎ ◎
ドイツ語Ⅰ 1後 2 ◎ ◎
ドイツ語Ⅱ 2前 2 ◎ ◎
教養ゼミ 1前 2 ◎ ◎
アカデミックライティング 1後 2 ◎ ◎
情報リテラシー 1前 2 ◎ ◎
データサイエンス入門 1後 2 ◎ ◎
総合英語初級Ⅰ 1前 1 ◎ ◎
総合英語初級Ⅱ 1後 1 ◎ ◎
総合英語初中級Ⅰ 2前 1 ◎ ◎
総合英語初中級Ⅱ 2後 1 ◎ ◎
総合英語中上級Ⅰ 3前 1 ◎ ◎
総合英語中上級Ⅱ 3後 1 ◎ ◎
英会話初級Ⅰ 1前 1 ◎ ◎
英会話初級Ⅱ 1後 1 ◎ ◎
留学英語 1前 1 ◎ ◎
グローバル英語 3後 2 ◎ ◎
キャリア形成活動Ⅰ 1通 2 ◎ ◎
キャリア形成活動Ⅱ 2通 2 ◎ ◎

周南公立大学　人間健康科学部　スポーツ健康科学科　カリキュラムマトリクス

《各CP・DPを達成するために特に関連度が高い科目には◎》

区分

総
合
科
目

人
間
形
成
と
個

性
伸
長
の
た
め

の
科
目
群

地
域
の
持
続
的
発
展

と
価
値
創
造
の
た
め

の
科
目
群

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
科
目
群

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目
群
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授業科目の名称
配当
年次

単位数

CP1
総合科目には、国際化や
多様化に対する知識や教
養、技能を修得するとと
もに、地域を知り、諸課
題を多面的に捉える能力
を育むための科目を配置
する。

CP2
専門基礎科目には、
Well-beingの向上や健康
増進を促進する上で必要
となる人体の構造と機能
に関する科目、スポーツ
や身体運動の基礎に関す
る科目を配置する。

CP3
専門科目には、スポーツ
や身体運動に関する専門
的知識や実技を学ぶため
の科目、地域や社会の健
康及びスポーツをテーマ
とした演習・実習科目を
配置する。

DP1
国際化や多様化の進む現
代社会において、健康や
スポーツに関わる専門職
者としての基本的な知
識・教養を身につけ、
人々のWell-being向上に
貢献できる能力を有して
いる。

DP2
スポーツや身体運動の基
盤となる人体の構造や機
能に関する基礎知識を基
に、健康増進に必要なス
ポーツや身体運動を実践
できる能力を有してい
る。

DP3
健康やスポーツに関する
幅広い知識・技能と実践
力に基づき、地域や社会
のWell-beingの向上や健
康増進に貢献できる能力
を有している。

区分

人間と健康 1前 2 ◎ ◎
解剖学 1前 2 ◎ ◎
生理学 1前 2 ◎ ◎
内科学 1後 2 ◎ ◎
栄養学 1後 2 ◎ ◎
公衆衛生学 1後 2 ◎ ◎
機能解剖学Ⅰ（総論、体幹） 2前 2 ◎ ◎
機能解剖学Ⅱ（下肢、上肢） 2後 2 ◎ ◎
救急処置法 2後 2 ◎ ◎
スポーツ医学 1後 2 ◎ ◎
健康医学 2前 2 ◎ ◎
体力トレーニング論 1前 2 ◎ ◎
スポーツバイオメカニクス 1後 2 ◎ ◎
運動生理学 2前 2 ◎ ◎
発育発達論 2前 2 ◎ ◎
スポーツ心理学 2前 2 ◎ ◎
スポーツ運動学 2前 2 ◎ ◎
体力測定と評価 2後 2 ◎ ◎
学校保健 2後 2 ◎ ◎
スポーツ栄養学 2後 2 ◎ ◎
スポーツ文化論Ⅰ（体育・スポーツ史、体育・スポーツ哲学） 2前 2 ◎ ◎
スポーツ文化論Ⅱ（スポーツ社会学・スポーツ史） 2後 2 ◎ ◎
女性アスリートスポーツ論 2後 2 ◎ ◎
障がいに対する理解 2後 2 ◎ ◎
運動処方 3前 2 ◎ ◎
スポーツ生化学 3前 2 ◎ ◎
運動生理学演習 3後 2 ◎ ◎
運動分子生物学 3前 2 ◎ ◎
運動分子生物学演習 3後 2 ◎ ◎
健康産業施設実習 3通 1 ◎ ◎
アスレティックトレーニング概論 1後 2 ◎ ◎
スポーツ傷害論Ⅰ（体幹、重篤外傷） 2前 2 ◎ ◎
スポーツ傷害論Ⅱ（下肢、上肢） 2後 2 ◎ ◎
スポーツ傷害予防論 2前 2 ◎ ◎
スポーツ傷害対応論 2後 2 ◎ ◎
スポーツ傷害評価演習 3前 2 ◎ ◎
スポーツ傷害対応演習 3後 2 ◎ ◎
検査測定評価演習 2後 2 ◎ ◎
スポーツ心理学実験演習 3前 2 ◎ ◎
メンタルトレーニング論 3前 2 ◎ ◎
コーチング論 3前 2 ◎ ◎
コンディショニング論 2前 2 ◎ ◎
コンディショニング実習Ⅰ 2後 1 ◎ ◎
コンディショニング実習Ⅱ 3前 1 ◎ ◎
リコンディショニング論 3前 2 ◎ ◎
リコンディショニング実習Ⅰ 3後 1 ◎ ◎
リコンディショニング実習Ⅱ 4前 1 ◎ ◎

基
盤
科
目

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

応
用
科
目
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体
活
動
と
健
康
に

関
す
る
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群
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ー
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授業科目の名称
配当
年次

単位数

CP1
総合科目には、国際化や
多様化に対する知識や教
養、技能を修得するとと
もに、地域を知り、諸課
題を多面的に捉える能力
を育むための科目を配置
する。

CP2
専門基礎科目には、
Well-beingの向上や健康
増進を促進する上で必要
となる人体の構造と機能
に関する科目、スポーツ
や身体運動の基礎に関す
る科目を配置する。

CP3
専門科目には、スポーツ
や身体運動に関する専門
的知識や実技を学ぶため
の科目、地域や社会の健
康及びスポーツをテーマ
とした演習・実習科目を
配置する。

DP1
国際化や多様化の進む現
代社会において、健康や
スポーツに関わる専門職
者としての基本的な知
識・教養を身につけ、
人々のWell-being向上に
貢献できる能力を有して
いる。

DP2
スポーツや身体運動の基
盤となる人体の構造や機
能に関する基礎知識を基
に、健康増進に必要なス
ポーツや身体運動を実践
できる能力を有してい
る。

DP3
健康やスポーツに関する
幅広い知識・技能と実践
力に基づき、地域や社会
のWell-beingの向上や健
康増進に貢献できる能力
を有している。

区分

スポーツ産業学 3前 2 ◎ ◎
スポーツマネジメント 3後 2 ◎ ◎
地域スポーツ文化論 3前 2 ◎ ◎
スポーツツーリズム論 3後 2 ◎ ◎
パラスポーツ論Ⅰ 3前 2 ◎ ◎
パラスポーツ論Ⅱ 3後 2 ◎ ◎
野外教育論 3前 2 ◎ ◎
レクリエーション論 3前 2 ◎ ◎
レクリエーション演習 3後 2 ◎ ◎
レクリエーション実習 4前 1 ◎ ◎
健康運動演習 3前 2 ◎ ◎
健康運動実習 3後 1 ◎ ◎
スポーツバイオメカニクス演習 3前 2 ◎ ◎
スポーツバイオメカニクス実習 3後 1 ◎ ◎
スポーツ産業学演習 3前 2 ◎ ◎
スポーツ産業学実習 3後 1 ◎ ◎
地域スポーツフィールド演習 3前 2 ◎ ◎
地域スポーツフィールド実習 3後 1 ◎ ◎
スポーツ教育実践演習 3前 2 ◎ ◎
スポーツ教育実践実習 3後 1 ◎ ◎
保健体育科実践演習 3前 2 ◎ ◎
保健体育科実践実習 3後 1 ◎ ◎
メンタルトレーニング演習 3後 2 ◎ ◎
陸上競技 2後 1 ◎ ◎
水泳 2通 1 ◎ ◎
ゴール型球技 2前 1 ◎ ◎
ネット型球技 2後 1 ◎ ◎
ベースボール型球技 2前 1 ◎ ◎
エアロビックダンス 2後 1 ◎ ◎
野外実習（海上） 3通 1 ◎ ◎
野外実習（雪上） 3後 1 ◎ ◎
野外実習（組織キャンプ） 3通 1 ◎ ◎
専門演習Ⅰ 3通 4 ◎ ◎
専門演習Ⅱ 4通 4 ◎ ◎

実
技
科
目

演習科目

専
門
科
目

応
用
科
目

社
会
と
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す

る
科
目
群

地
域
共
創
型
演
習
・
実
習
科
目
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看護学教育モデル・コア・カリキュラムとの整合性 

大項目 中 項

目 

内容 小項目 学修目標 主たる授業科目 

A A-1

プ ロ

フ ェ

ッ シ

ョ ナ

リ ズ

ム 

あらゆる発達

段階、健康レ

ベル、生活の

場のある人々

の健康で幸福

な生活の実現

に貢献するこ

と使命とし、

人々の尊厳を

擁護する看護

を実践し、そ

の基盤となる

看護学の発展

や必要な役割

の創造に寄与

することを学

ぶ。 

A-1-1）

看護職とし

ての使命、役

割と責務 

①人々の健康で幸福な生活とは、

人々の価値観や社会的背景を踏ま

えて多様であることを理解し、尊重

できる 

看護学概論 

②看護職に求められる様々な役割

を説明できる 

看護学概論 

看 護 系

人材（看

護職）と

し て 求

め ら れ

る 基 本

的 な 資

質・能力 

③看護職の法的義務を説明できる 看護学概論 

④自分の責任と能力の範囲を知り、

可能な役割と責務を果たすことが

できる 

看護学概論 

A-1-2）

看護の基盤

となる基本

的人権の理

解と擁護 

①人々の基本的人権について説明

できる 

看護学概論 

②看護において人々の基本的人権

が擁護される状況が理解できる 

看護学概論 

③看護において人々の基本的人権

を擁護するための手段・方法が理解

できる（インフォームド・コンセン

トとインフォームド・アセントの意

義と必要性、守秘義務、個人情報の

保護の方法等） 

看護学概論 

④ケアは相互作用であることを踏

まえ、ケア提供者の人権も守る必要

があることと状況が理解できる 

看護学概論 

⑤自分の責任と能力の範囲内で実

践する看護の根拠として、基本的人

権が説明できる 

看護学概論 

A-1-3）

看護倫理 

①生命、人の尊厳を尊重することが

できる 

看護学概論 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

②看護を取り巻く倫理的課題とそ

の背景や歴史を理解できる 

看護学概論 

倫理学Ⅰ 

資料33
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看護倫理 

③倫理的課題を解決するための理

論や倫理原則、思考方法を理解でき

る 

看護学概論 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

A-2 

看 護

学 の

知 識

と 看

護 実

践 

多様な人々の

看護に必要か

つ十分な知識

を身に付け、

個人・家族・集

団・地域につ

いて幅広く理

解し、ア 

セスメント結

果に基づく根

拠ある看護を

実践すること

を学ぶ。 

A-2-1） 

学修の在り

方 

①看護実践の根拠として、様々な情

報を客観的・批判的に整理する必要

性を理解できる 

看護学概論 

看護過程 

卒業研究 

②看護実践から看護学の知識を考

察し表現できる 

看護学概論 

卒業研究 

 

③適切な助言等を通して主体的に

学ぶ姿勢を獲得できる 

看護学概論 

卒業研究 

 

④各自の興味・関心に応じて必要な

科目、プログラムを選択し、参加で

きる 

卒業研究 

 

A-2-2） 

看護実践能

力 

①看護実践を行う上で、知識、技術、

態度を統合する必要性を理解でき

る 

看護学概論 

コミュニケーション論 

ヘルスアセスメント 

基礎看護技術Ⅰ（日常生

活援助） 

基礎看護技術Ⅱ（診療に

伴う技術） 

卒業研究 

②自分の責任と能力の範囲を自覚

し、正確な知識、確実な技術、適切

な態度を統合した看護を実践でき

る 

看護学概論 

ヘルスアセスメント 

基礎看護技術Ⅰ（日常生

活援助） 

基礎看護技術Ⅱ（診療に

伴う技術） 

③チームの一員として必要な看護

に参画できる 

看護学概論 

多職種連携 

④看護実践能力を自己評価し、必要

な学修ができる 

看護学概論 

ヘルスアセスメント 

基礎看護技術Ⅰ（日常生
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活援助） 

基礎看護技術Ⅱ（診療に

伴う技術） 

A-3 

根 拠

に 基

づ い

た 課

題 対

応 能

力 

未知の課題に

対して、自ら

幅広く多様な

情報を収集

し、創造性の

発揮と倫理

的・道徳的な

判断及び科学 

的根拠の選択

によって課題

解決に向けた

対応につなげ

る基盤を身に

付ける。 

A-3-1） 

課題対応能

力 

① 必要な課題を自ら発見できる 教養ゼミ 

卒業研究 

②重要性・必要性に応じて自分に必

要な課題の優先順位を決定できる 

教養ゼミ 

卒業研究 

統合実習 

③課題の解決に向けた対応方法を

自らの力だけでなく他者と協力し

て見いだすことができる 

教養ゼミ 

卒業研究 

統合実習 

A-4 

コ ミ

ュ ニ

ケ ー

シ ョ

ン 能

力 

人々の相互の

関係を成立・

発展させるた

めに、人間性

が豊かで温か

く、人間に対

する深い畏敬

の念を持ち、

お互いの言動

の意味と考え

を認知・共感

し、多様な

人々の生活・

文化を尊重す

るための知

識・技術・態度

で支援に当た

ることを学

ぶ。 

A-4-1) 

コミュニケ

ーション支

援における

相互の関係

性 

①看護において、コミュケーション

が人々との相互の関係に影響する

ことを理解できる 

コミュニケーション論 

Wellbeing 実習Ⅰ 

Wellbeing 実習Ⅱ 

各専門領域実習 

統合実習 

②人々との相互の関係を成立させ

るために必要とされるコミュニケ

ーション技法について説明できる 

コミュニケーション論 

Wellbeing 実習Ⅰ 

Wellbeing 実習Ⅱ 

各専門領域実習 

統合実習 

③自分の傾向がわかり、自分の課題

を意識しながらコミュニケーショ

ンをとることができる 

コミュニケーション論 

Wellbeing 実習Ⅰ 

Wellbeing 実習Ⅱ 

各専門領域実習 

統合実習 
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A-5 

保健・

医療・

福 祉

に お

け る

協働 

対象者や、保

健・医療・福祉

や生活に関わ

る全ての人々

と協働し、必

要に応じてチ

ームのリーダ

ー、メン 

バー、コーデ

ィネーターと

して役割を担

うための基盤

を学ぶ。 

A-5-1)    

保健・医療・

福祉におけ

る協働 

①保健・医療・福祉における協働の

目的と意義、看護職に求められる役

割を説明できる 

看護学概論 

多職種連携 

地域・在宅看護概論 

地域包括支援論 

Wellbeing 実習Ⅲ 

統合実習 

②保健・医療・福祉における協働の

実際を具体的に説明できる 

看護学概論 

多職種連携 

地域・在宅看護概論 

地域包括支援論 

Wellbeing 実習Ⅲ 

統合実習 

③様々な人々との協働を通して、健

康上の諸課題への対応に参画でき

る 

看護学概論 

多職種連携 

統合実習 

A-6 

ケ ア

の 質

と 安

全 の

管理 

人々にとって

良質で安全な

ケアの提供に

向けて、継続

的にケアの質

と安全を管理

するための基

礎を学ぶ。 

A-6-1） 

ケアの質の

保証 

①良質なケアの提供に向けて、ケア

の質を管理し保証していくことの

必要性を理解できる 

看護学概論 

地域・在宅看護概論 

地域包括支援論 

看護管理学 

統合実習 

②ケアの質を管理し保証していく

ための具体的な方法を説明できる 

看護学概論 

地域包括支援論 

看護管理学 

統合実習 

③ケアの質を管理し保証していく

ための活動に参画できる 

看護学概論 

看護管理学 

統合実習 

A-6-2） 

安全性の管

理 

①看護における安全性の確保のた

め、能力向上の必要性を理解できる 

看護学概論 

看護管理学 

各専門領域実習 

統合実習 

②看護における安全性の確保のた

めの対応策を実施できる 

看護学概論 

看護管理学 

各専門領域実習 

統合実習 
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③看護における安全性を向上させ

るための活動に参画できる 

看護学概論 

看護管理学 

各専門領域実習 

統合実習 

④自身の体調管理を行うとともに、

知識及び技能を見極め、能力の範囲

に応じて他者の支援を仰ぐことの

重要性を理解できる 

看護学概論 

看護管理学 

各専門領域実習 

統合実習 

A-7 

社 会

か ら

求 め

ら れ

る 看

護 の

役 割

の 拡

大 

多様でしかも

急速に変化し

つつある社会

状況を認識

し、地域社会、

国際社会から

求められる役

割を果たすこ

とにより専門

職の責任を果

たすととも

に、必要な役

割を見いだし

拡大する基礎

を学ぶ。 

A-7-1）看護

職の活動の

歴史・法的基

盤 

①医療・看護の歴史、法的基盤を理

解できる 

看護学概論 

人間と健康 

成人看護学概論 

②看護職の役割や活動の変遷、それ

に影響する事柄を理解できる 

看護学概論 

成人看護学概論 

A-7-2） 

保健・医療・

福祉等の多

様な場にお

ける看護職

の役割 

①看護職が活躍する多様な場とそ

こでの役割を理解できる 

看護学概論 

人間と健康 

②地域社会の変化、保健・医療・福

祉の動向を踏まえ、今後の看護職に

求められる役割や責任について考

察できる 

看護学概論 

人間と健康 

A-7-3） 

国際社会・多

様な文化に

おける看護

職の役割 

①国際社会における保健・医療・福

祉の現状と課題について理解でき

る 

看護学概論 

国際保健 

 

②多様な文化背景をもつ人々の生

活の支援に必要な能力を理解でき

る 

看護学概論 

国際保健 

 

③国際社会における健康課題と戦

略を理解し、今後の看護職に求めら

れる役割や責任について考察でき

る。 

看護学概論 

国際保健 

 

A-8 

科 学

的 探

究 

人々の健康で

幸福な生活の

実現に貢献す

る基盤として

の看護学研究

の必要性を理

A-８-1） 

看護学にお

ける研究の

必要性・意義 

①実践の課題に基づき研究が開始

され、研究成果が実践に還元され、

実践の根拠となることを理解でき

る 

看護学概論 

研究方法論 

卒業研究 

 

②研究成果を根拠とする看護実践

への活用例を理解できる 

看護学概論 

研究方法論 
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解し、研究成

果と看護実践

への活用例を

具体的に知る

ことを通し

て、看護学の

知識体系の構

築に関心を向

ける。 

卒業研究 

③看護実践の向上、看護学における

研究の必要性・意義が説明できる 

看護学概論 

研究方法論 

卒業研究 

 

A-9 

生 涯

に わ

た っ

て 研

鑽 し

続 け

る 姿

勢 

専門職とし

て、看護の質

の向上を目指

して、連携・協

働する全ての

人々とともに

省察し、自律

的に生涯 

を通して最新

の知識・技術

を学び続ける

基盤を身に付

ける。 

A-9-1） 

自己研鑽の

必要性と方

法 

①生涯にわたる自己研鑽の必要性

を理解できる 

看護学概論 

卒業研究 

②日々の看護実践の省察の重要性

を理解できる 

看護学概論 

卒業研究 

③自己教育力を高める方法につい

て理解し、個々が実施可能な方法を

検討し、実践できる 

看護学概論 

卒業研究 

 

A-9-2） 

看護学の専

門の発展 

①キャリアパス・キャリア開発の概

念について理解できる 

看護学概論 

 

②多様な生涯学習機会の獲得方法

（実践の振り返り、自己学習、職場

における継続教育、学術学会や専門

職団体による各種研修、大学院、共

同研究等）を把握し、将来的なキャ

リアパス・キャリア開発への活用を

説明できる 

看護学概論 

卒業研究 

 

B 

 

 

B-1 

人 々

の 暮

ら し

を 支

え る

地 域

や 文

化 

人々の暮らし

に影響する地

域特性に関連

する文化的・

社会的背景を

理解するため

に必要な基礎

的知識や考え

方について学

ぶ 

B-1-1） 

人々の暮ら

しを支える

地域や文化 

①地域の人々の生活、文化、環境、

社会経済構造等、地域の特性を捉え

る方法について説明できる 

周南 wellbeing 入門 

周南 wellbeing 創生論 

へき地・地域医療 

社 会 と

看護学 

②地域の保健・医療・福祉制度、健

康に関する情報、指標について説明

できる 

地域・在宅看護概論 

Wellbeing 実習Ⅲ 

へき地・地域医療 

B-2 B-2-1） ①健康の定義について説明できる 人間と健康 
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社 会

シ ス

テ ム

と 健

康 

健康の概念 看護学概論 

②健康に関連する主要な概念につ

いて説明できる 

看護学概論 

人間と健康 

③健康行動を理解するための基礎

となる理論について説明できる 

看護学概論 

人間と健康 

成人看護学概論 

④健康の社会的決定要因について

説明できる 

看護学概論 

人間と健康 

成人看護学概論 

⑤多様な健康状態にある人に応じ

た健康の捉え方の重要性について

理解できる 

看護学概論 

人間と健康 

成人看護学概論 

⑥予防の概念について説明できる 看護学概論 

人間と健康 

⑦疾病や障害の遺伝要因と環境要

因について説明できる 

看護学概論 

人間と健康 

B-2-2）

環境と健康 

①環境（社会・文化的環境、物理・

化学・生物的環境、政治・経済的環

境）について説明できる 

看護学概論 

へき地・地域医療 

②環境の現状や課題、環境と健康・

生活との関連について説明できる 

看護学概論 

へき地・地域医療 

③薬物や放射線が健康・生活に与え

る影響について説明できる 

成人看護方法 

④健康を支援するために環境に働

きかけていく必要性について説明

できる 

人間と健康 

⑤災害が健康・生活に与える影響に

ついて説明できる 

災害医療と看護 

⑥遺伝的・性的多様性を踏まえた上

で、環境と健康・生活との関連につ

いて理解できる 

看護学概論 

人間と健康 

B-2-3）

生活・ライフ

スタイルと

健康との関

①ライフスタイルの背景にある文

化を理解し、多様なライフスタイル

を理解できる 

セクシャルリプロダク

ティブ看護学概論、小児

看護学概論、成人看護学

概論、高齢者看護学概
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連 論、地域・在宅看護概論、

精神看護学概論、公衆衛

生看護学概論 

②栄養・食生活、身体活動・運動、

休養・睡眠と健康との関連について

説明できる 

成人看護学概論 

③ストレスの原因と健康との関連

について説明できる 

精神看護学概論 

④嗜癖（喫煙、飲酒、ギャンブル等）

と健康との関連について説明でき

る 

精神看護学概論 

⑤生活習慣に関連付けた健康の概

念や政策（プライマリ・ヘルス・ケ

ア、ヘルスプロモーション、国民健

康づくり運動）について説明できる 

看護政策論 

地域在宅支援論 

⑥個人のライフスタイルについて

健康の側面からアセスメントする

重要性について説明できる 

ヘルスアセスメント 

セクシャルリプロダク

ティブ看護方法、小児看

護方法、成人看護方法、

高齢者看護方法、地域・

在宅看護方法、精神看護

方法、公衆衛生看護方法 

⑦主な社会資源と人々の暮らしや

健康との関連について説明できる 

セクシャルリプロダク

ティブ看護方法、小児看

護方法、成人看護方法、

高齢者看護方法、地域・

在宅看護方法、精神看護

方法、公衆衛生看護方法 

⑧人の行動変容支援に必要な基礎

理論（心理学、行動科学）について

理解できる 

心理学Ⅰ 

地域在宅支援論 

B-2-4）

地域ケアシ

ステム 

①地域の資源や様々なグループ、組

織の活動について人々の暮らしと

関連付けて説明できる 

地域・在宅看護方法 
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②人々に必要な地域のケアシステ

ムやネットワークについて、関連機

関や多職種と連携・協働し構築する

必要性について説明できる 

地域・在宅看護方法 

多職種連携 

B-2-5）

社会の動向

と保健・医

療・福祉制度 

①社会の動向や特性を説明できる 社会福祉学 

②日本における社会保障制度の変

遷と特徴について説明できる 

社会福祉学 

③社会保障制度の種類（社会保険、

公的扶助、社会福祉、公衆衛生、医

療等）について説明できる 

社会福祉学 

④社会保険の種類（医療保険、年金

保険、労災保険、雇用保険、介護保

険）について説明できる 

社会福祉学 

⑤公衆衛生及び医療の主要な関連

法規（地域保健法、感染症法、健康

増進法、学校保健安全法、労働安全

衛生法、医療法等）について説明で

きる 

地域包括支援論 

⑥保健・医療・福祉における課題（生

活習慣病、母子保健、児童福祉、学

校保健、成人保健、産業保健、高齢

者の保健・医療・福祉制度、認知症、

障害児・者施策、精神保健、歯科保

健、感染症、がん、難病等）の動向

と対策について説明できる 

地域包括支援論 

B-2-6）

疫学・保健統

計 

①人口統計（人口静態、人口動態）、

疾病構造、保健・医療・福祉に関す

る基本的統計や指標について説明

できる 

公衆衛生 

②健康障害と相対リスクについて

説明できる 

看護学概論 

公衆衛生 

③疫学的因果関係の推定について

説明できる 

公衆衛生 

④情報リテラシーについて説明で

きる 

公衆衛生情報リテラシ

ー 
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⑤統計資料をデータベースや文献・

図書から検索し活用できる 

公衆衛生 

B-3

社 会

に お

け る

看 護

職 の

役 割

と 責

任 

B-3-1）

看護職の法

的位置付け 

①看護職を規定する法律や関連法

規（保健師助産師看護師法、看護師

等の人材確保における関する法律

等）について説明できる 

看護学概論 

②看護の動向とそれに関わる制度

や法規（特定行為、訪問看護、資格

認定制度等）について理解できる 

看護学概論 

③看護職と連携する主な職種の法

（医師法、医療関係職に関する法

律、各福祉士に関する法律）の特徴

について説明できる 

多職種連携 

B-3-2)-(１)

倫理規範と

実践 

①生命倫理、医療倫理、臨床倫理等

の関連領域の倫理の変遷を理解で

きる 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

②医療・看護における倫理に関する

規範・原則や指針（倫理の原則、倫

理指針、看護者の倫理綱領、ヘルシ

ンキ宣言、ベルモントレポート、ニ

ュルンベルク綱領、リスボン宣言、

世界人権宣言等）について説明でき

る 

看護学概論 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

③医療の進歩に伴う倫理的課題の

動向について説明できる 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

④医療や看護の現場における倫理

的課題と調整方法について説明で

きる 

倫理学Ⅰ 

看護倫理 

B-3-2)-(２) ①保健・医療・福祉における個人情

報の取扱いとセキュリティについ

て説明できる 

看護学概論 

看護倫理 

②個人情報保護や守秘義務に関す

る法規について説明できる 

看護学概論 

看護倫理 

③個人情報保護や守秘義務を遵守

することができる 

看護学概論 

看護倫理 
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④多職種間での情報共有時の配慮

ができる 

看護学概論 

看護倫理 

⑤情報の開示に関する法的根拠と

注意点を説明できる 

看護学概論 

看護倫理 

B-3-3）

国際社会と

看護 

①国際社会の保健・医療・福祉にお

ける現状と課題について説明でき

る 

国際保健 

②国際的視野で、看護の対象となる

人への配慮について説明できる 

国際保健 

③日本の保健・医療・福祉の特徴を

理解し、国際社会における看護の役

割と貢献について考えることがで

きる 

国際保健 

C C-1

看 護

学 に

基 づ

い た

基 本

的 な

考 え

方 

C-1-1）

看護の本質 

①看護の定義について説明できる 看護学概論 

②看護の目的について説明できる 看護学概論 

看 護 の

対 象 理

解 に 必

要 な 基

本 的 知

識 

③看護理論の役割や特定の理論の

特徴について説明できる 

看護学概論 

C-1-2）

ケアの概念

とケアにお

ける看護学

との関連 

①ケアの概念について説明できる 看護学概論 

②保健・医療・福祉に関わる専門職

について説明できる 

看護学概論 

③ケアに関わる学問である看護学

の位置付けについて説明できる 

看護学概論 

C-1-3）

看護の観点

から捉える

人間 

①看護学の主要な概念を説明でき

る 

看護学概論 

②看護理論や看護現象を理解する

ための諸理論・概念を活用して人間

について統合的に捉え説明できる 

看護学概論 

C-1-4）

看護過程 

①看護過程とは何かについて説明

できる 

看護過程 

②対象理解のための情報収集につ

いて説明できる 

看護過程 

③収集した情報を科学的根拠に基

づいてアセスメントする方法を説

明できる 

看護過程 
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④対象者のより良い健康状態を目

指すために必要な専門知識の活用

を説明できる 

看護過程 

⑤看護ニーズを明確化し、優先順位

を決定する方法を説明できる 

看護過程 

⑥看護目標を設定し、具体的も計画

立案・実施する方法を説明できる 

看護過程 

⑦実施した看護を評価する方法を

説明できる 

看護過程 

C-2

生 活

者 と

し て

の 人

間 理

解 

毎日の生活

は、様々な人

や環境との関

わりを通して

営まれてお

り、生活の在

り方がその人

らしさを際立 

たせていく。

生活者として

の成長・発達

の課題を理解

することを通

して生活を支

援する看護の

視点を学ぶ。 

C-2-1-(1)

生活行動の

動機 

①人間の基本的欲求について説明

できる。 

看護学概論 

②生活における習慣、生きがい、信

仰活動について理解できる。 

看護学概論 

C-2-1-(2)

生活行動と

生体機能 

①食生活の成り立ち、食行動に影響

を与える要因を理解し、健康にとっ

て食の持つ意味を理解できる 

栄養代謝学 

②食行動に関係する消化管と消化

腺の構造と機能を説明できる 

栄養代謝学 

② 栄養とエネルギー代謝を説明

できる 

栄養代謝学 

④糖質、脂質、タンパク質、ビタミ

ン、ミネラル等の物質代謝を概説で

きる 

栄養代謝学 

⑤血糖の調節機構を説明できる 栄養代謝学 

⑥排せつ習慣、排せつ様式等、健康

にとって排せつの持つ意味を理解

できる 

基礎看護技術Ⅰ 

⑦排せつに関わる消化管、腎臓と尿

路の構造と機能を説明できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

⑧皮膚の構造と機能を説明できる 人体の構造と機能Ⅱ 

⑨清潔行動、清潔に対する認識等、

健康にとって清潔の持つ意味を理

解できる 

基礎看護技術Ⅰ 

⑩衣生活に関わる行動と意味につ

いて理解できる 

基礎看護技術Ⅰ 
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⑪生体リズム、活動と休息のバラン

ス、運動習慣、睡眠パターン等、健

康にとっての活動と休息の意味を

理解できる 

基礎看護技術Ⅰ 

⑫生活行動に必要な骨と骨格筋、神

経系の連携による運動のメカニズ

ムを説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑬骨、軟骨、関節、靭帯、筋肉の構

造と機能を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑭生活における性と生殖について

理解できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑮男女の生殖器の構造と機能を説

明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑯性周期と加齢に伴う生殖機能の

変化について説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑰生活における仕事と余暇につい

て理解できる 

基礎看護技術Ⅰ 

⑱コミュニケーション（言語的・非

言語的）の相互作用について理解で

きる 

コミュニケーション論 

基礎看護技術Ⅰ 

⑲生活の中の学習行動について理

解できる 

基礎看護技術Ⅰ 

⑳生活における精神の健康につい

て理解できる 

基礎看護技術Ⅰ 

㉑外部から五感（視覚・聴覚・触覚・

嗅覚・味覚）を通して得られた感情

について理解できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

㉒各生活行動を統合して対象者の

生活について理解できる 

ヘルスアセスメント 

基礎看護技術Ⅰ 

セクシャルリプロダク

ティブ看護学概論、小児

看護学概論、成人看護学

概論、高齢者看護学概

論、地域・在宅看護概論、

精神看護学概論、公衆衛

生看護学概論 
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C-2-1-(3)

生活者とし

ての多様性 

①多様な性の在り方について理解

できる 

セクシャルリプロダク

ティブ看護学概論、小児

看護学概論、成人看護学

概論、高齢者看護学概

論、地域・在宅看護概論、

精神看護学概論、公衆衛

生看護学概論 

②固有な生活の中で形成される心

や人格の関係を理解できる 

セクシャルリプロダク

ティブ看護学概論、小児

看護学概論、成人看護学

概論、高齢者看護学概

論、地域・在宅看護概論、

精神看護学概論、公衆衛

生看護学概論 

③人間の成長・発達に伴う生活行

動・コミュニケーション・情緒・社

会的役割の変化を理解できる 

生涯発達論 

コミュニケーション論 

④地域や家族等、固有に受け継がれ

る生活習慣の多様性について理解

できる 

家族看護学 

⑤個の特性に応じて生活すること

の重要性を理解できる 

セクシャルリプロダク

ティブ看護学概論、小児

看護学概論、成人看護学

概論、高齢者看護学概

論、地域・在宅看護概論、

精神看護学概論、公衆衛

生看護学概論 

C-2-2）

個人と家族 

①個人と家族の発達課題を理解で

きる 

看護学概論 

生涯発達論家族看護学 

家族看護学 

②夫婦関係が形成される過程につ

いて理解できる 

家族看護学 

③子どもが生まれ、家族が形成され

る過程を理解できる 

家族看護学 

④家族のそれぞれの構成員が家庭

生活を営む上でどのように機能し

家族看護学 
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ているかを理解できる 

⑤子どもを産み育てる家族の機能

を理解できる 

家族看護学 

⑥家族のセルフケア機能を理解で

きる 

家族看護学 

⑦家族の社会化機能を理解できる 家族看護学 

⑧経済的側面が家族に与える影響

を理解できる 

家族看護学 

⑨家族をシステムとして理解し家

族介入の基本を理解できる 

家族看護学 

C-2-3）

生活の場と

しての場 

①生活の場としての地域・社会の意

味を説明できる 

地域・在宅看護概論 

②生活とは何か、生活と環境や文化

との関係を説明できる 

看護学概論 

C-2-4）

地域社会に

おける生活

者 

①地域社会の文化、慣習が生活に及

ぼす影響について説明できる 

地域・在宅看護概論 

②地域社会において他者への依存

と自立のバランスが生活に及ぼす

影響について理解できる 

地域・在宅看護概論 

③死の概念、個人や家族にとっての

死及び看取りの意味を理解できる 

家族看護学 

C-3

生 物

学 的

に 共

通 す

る 身

体的・

精 神

な 側

面 の

人 間

理解 

身体的・精神

的側面から人

間を理解する

ために必要な

体の仕組み及

び機能を学

ぶ。これらは、

全て看護実践

において臨床

推論の根拠と

して活用し、

知識を統合し

て全人的にア

セスメントす

C-3-1)-(１) 

ゲノムと遺

伝子、細胞 

①ゲノムと染色体と遺伝子、遺伝の

基本的機序を説明できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

臨床遺伝学 

②細胞周期と細胞分裂を説明でき

る 

人体の構造と機能Ⅰ 

③細胞の構造を説明できる 人体の構造と機能Ⅰ 

C-3-1)-(２) 

組織 

①人体を構成する４つの組織（上皮

組織、支持組織、筋組織、神経組織）

を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

C-3-2)-(１) 

ホメオスタ

シス 

①体液の量と組成を説明できる 人体の構造と機能Ⅰ 

②体液の調節（体液量、電解質バラ

ンス、浸透圧）を説明できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

③酸塩基平衡の調節機構を説明で

きる 

人体の構造と機能Ⅰ 
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るために活用

されるもので

ある。 

④体温の調節機構を説明できる。 人体の構造と機能Ⅰ 

C-3-2)-(２) 

呼吸器系 

①気道の構造と機能を説明できる。 人体の構造と機能Ⅰ 

②肺の構造と機能（呼吸の機序とそ

の調節系を含む）を説明できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

C-3-2)-(３) 

循環器系と

血液 

①心・血管系、リンパ系の構造と機

能を説明できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

②血圧の調節機構を説明できる 人体の構造と機能Ⅰ 

③血液の成分と機能を説明できる 人体の構造と機能Ⅰ 

④造血器と造血機能を説明できる 人体の構造と機能Ⅰ 

⑤止血と血液凝固・線溶系を説明で

きる 

人体の構造と機能Ⅰ 

⑥血液型（ABO 式、Rh 式）を説明

できる 

人体の構造と機能Ⅰ 

C-3-2)-(４) ① 免疫応答を説明できる 成人期疾病治療論 

② 自然免疫と獲得免疫を説明で

きる。 

成人期疾病治療論 

③ 液性免疫と細胞性免疫を説明

できる 

成人期疾病治療論 

C-3-2)-(５) 

体内・外の情

報伝達と調

節機構（神経

系、感覚系、

内分泌系） 

① 脳と脊髄の基本的構造と機能

を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

②末梢神経系の機能的分類（体性神

経と自律神経）を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

③体性感覚（皮膚感覚と深部感覚）

を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

④視覚器、聴覚・平衡覚器、嗅覚器、

味覚器の構造と機能を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑤各内分泌系の構造と機能、調節機

構を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑥主なホルモンの特徴と生理作用

を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑦ネガティブフィードバックを説

明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

⑧ストレス反応について説明でき

る 

人体の構造と機能Ⅱ 

C-3-3)-(１) ①受精から細胞分裂、器官形成の過 人体の構造と機能Ⅱ 
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妊娠・分娩・

産褥 

程について説明できる セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

②妊娠週数に応じた母体の心身の

変化・特徴について説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

③妊娠週数に応じた胎児の成長・発

達について説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

④胎児の循環・呼吸の生理的特徴と

出生直後の変化を説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

⑤出産の機序について説明できる 人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

⑥分娩経過に応じた母体の心身の

変化・特徴について説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

⑦産褥期の母体の心身の変化・特徴

について説明できる 

人体の構造と機能Ⅱ 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

C-3-3)-(２) 

成長・加齢に

よる変化 

① 新生児の身体・生理的特徴を

説明できる 

セクシャルリプロダク

ティブケア概論 

②小児期における身体・生理的特

徴、精神・運動・社会的発達を説明

できる 

小児看護学概論 

③思春期・成人期における身体的・

心理的・社会的変化を説明できる 

成人看護学概論 

④加齢（更年期を含む）に伴う身体

的・心理的・社会的変化を説明でき

る 

高齢者看護学概論 

C-3-3)-(３) 

人の死 

①生物学的な死の概念と定義を説

明できる 

成人期疾病治療論 

②植物状態と脳死の違いを説明で

きる 

成人期疾病治療論 

③ヒトにとっての死について説明

できる 

成人期疾病治療論 
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C-4

疾 病

の 回

復 過

程 の

理解 

疾病の成り立

ちを学び、対

象理解を深め

ることにつな

げる。また、回

復を促す看護

につなげるた

めの根 

拠となる知識

を学ぶ 

C-4-1)-(１) 

細胞障害・変

性と細胞死 

①萎縮、変性、肥大、細胞死（ネク

ローシスとアポトーシス）を説明で

きる 

成人期疾病治療論 

②細胞障害・変性と細胞死の病因を

概説できる 

成人期疾病治療論 

③組織の形態的変化の特徴を説明

できる 

成人期疾病治療論 

④細胞の寿命、DNA 損傷・修復を

説明できる 

成人期疾病治療論 

C-4-1)-(２) 

修復と再生 

①修復と再生を説明できる 成人期疾病治療論 

②創傷治癒の過程を説明できる 成人期疾病治療論 

C-4-2)-(１) 

遺伝的多様

性と疾病 

①ゲノムの多様性に基づく個体の

多様性について概説できる 

成人期疾病治療論 

②主な遺伝性疾患（単一遺伝子疾

患、染色体異常、多因子疾患）を説

明できる 

成人期疾病治療論 

C-4-2)-(２) 

栄養・代謝障

害 

①糖代謝異常の病因・病態を説明で

きる 

成人期疾病治療論 

②タンパク質・アミノ酸代謝異常の

病因・病態を説明できる 

成人期疾病治療論 

③脂質代謝異常の病因・病態を説明

できる 

成人期疾病治療論 

④核酸・ヌクレオチド代謝異常の病

因・病態を説明できる 

成人期疾病治療論 

⑤無機質代謝異常の病因・病態を説

明できる 

成人期疾病治療論 

C-4-2)-(３) 

循環障害 

①血行障害（虚血、充血、うっ血、

出血）の違いとそれぞれの病因・病

態を説明できる 

成人期疾病治療論 

②血栓症・塞栓症・梗塞の病因・病

態を説明できる 

成人期疾病治療論 

C-4-2)-(４) 

炎症 

①炎症の分類、組織の形態学的変化

と経時的変化（局所変化と全身的変

化）を説明できる。 

成人期疾病治療論 

② 感染症による炎症性変化を説 成人期疾病治療論 
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明できる 微生物・感染制御学 

C-4-2)-(５) 

腫瘍 

①腫瘍の病院を説明できる 成人期疾病治療論 

②良性腫瘍と悪性腫瘍の異同を説

明できる 

成人期疾病治療論 

③腫瘍の分類、分化度、グレード、

ステージを説明できる 

成人期疾病治療論 

④腫瘍の浸潤・転移について説明で

きる 

成人期疾病治療論 

C-4-2)-(６) 

感染 

① 感染の成立と予防を説明でき

る

成人期疾病治療論 

微生物・感染制御学 

②ウイルス、細菌、真菌、原虫、寄

生虫、プリオンを説明できる 

成人期疾病治療論 

③ 薬剤耐性（多剤耐性）を説明で

きる 

成人期疾病治療論 

C-5

健 康

障 害

や 治

療 に

伴 う

人 間

の 身

体的・

精 神

的 反

応 を

理解 

主要な健康障

害とその診

断、治療に関

する知識を学

び、健康障害

や検査、治療

に伴う人間の

身体的・精神

的反応を理解

し、看護につ

なげる。 

C-5-1)

病に対する

人間の反応 

①病に対する人間の身体的・精神的

反応を全体的に理解できる 

成人期疾病治療論 

②主要な症状（意識障害、けいれん、

吐血・喀血、胸痛、乏尿・無尿・頻

尿、疼痛（慢性の痛みを含む）等）

と症状のマネジメントを理解でき

る 

成人期疾病治療論 

C-5-2)

疾病の診断

に用いる検

査と治療 

①基本的な検体検査、生体機能検

査、画像検査、内視鏡検査、心理・

精神機能検査を説明できる 

成人期疾病治療論 

②薬物治療を概説できる 成人期疾病治療論 

③手術治療を概説できる 成人期疾病治療論 

④放射線治療を概説できる 成人期疾病治療論 

⑤食事療法を概説できる 成人期疾病治療論 

⑥リハビリテーションを概説でき

る 

成人期疾病治療論 

⑦輸血・輸液を概説できる 成人期疾病治療論 

⑧人工臓器、透析、臓器移植・再生

医療を概説できる 

成人期疾病治療論 

⑨精神療法を概説できる 精神看護学概論 

⑩代替療法のエビデンスと位置付 成人期疾病治療論 
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けを説明できる 

C-5-3)-(１) 

循環器系の

健康障害と

人間の反応 

①循環器系の健康障害と人間の反

応について概説できる。心不全、虚

血性心疾患、主な不整脈、主な弁膜

症、心筋・心膜疾患、主な先天性心

疾患、動脈疾患、静脈疾患、挫滅症

候群、血圧異常、ショック、チアノ

ーゼ等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(２) 

血液・造血器

系の健康障

害と人間の

反応 

①血液・造血器系の健康障害と人間

の反応について概説できる。貧血、

白血球減少症、白血病、悪性リンパ

腫、多発性骨髄腫、出血性疾患等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(３) 

呼吸器系の

健康障害と

人間の反応 

①呼吸器系の健康障害と人間の反

応について概説できる。咳嗽・喀痰、

呼吸不全、呼吸器感染症、閉塞性・

拘束性障害を来す肺疾患、肺循環障

害、気胸、腫瘍等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(４) 

消化器系の

健康障害と

人間の反応 

①消化器系の健康障害と人間の反

応について概説できる。主な口腔・

咽頭の疾患、う歯、歯周病、嚥下障

害、嘔気・嘔吐、主な消化管疾患、

腹痛・腹部膨満、イレウス、排便障

害、下血・黄疸、主な肝臓・胆嚢・

膵臓疾患、腹壁・腹膜・横隔膜の疾

患、先天性消化器疾患等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(５) 

内分泌・栄

養・代謝系の

健康障害と

人間と反応 

①内分泌・栄養・代謝系の健康障害

と人間の反応について概説できる。

主な間脳・下垂体疾患、主な甲状腺

疾患、主な副甲状腺（上皮小体）疾

患、主な副腎皮質・髄質疾患、内分

泌系の腫瘍、メタボリックシンドロ

ーム、肥満症、糖尿病、脂質異常症、

高尿酸血症、痛風、ビタミン欠乏症

等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(６) ①水電解質・酸塩基平衡系の健康障 成人期疾病治療論 
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水電解質・酸

塩基平衡系

の健康障害

と人間の反

応 

害と人間の反応について概説でき

る。浮腫・脱水、電解質の異常、ア

シドーシス・アルカローシス等 

C-5-3)-(７) 

泌尿器系、生

殖器系の健

康障害と人

間の反応 

①泌尿器系、生殖器系の健康障害と

人間の反応について概説できる。主

な上部尿路疾患、主な下部尿路疾

患、主な排尿障害、女性生殖器の疾

患、乳腺の疾患、男性生殖器の疾患、

生殖機能障害、性感染症、性分化疾

患等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(８) 

免疫系、感染

防護系の健

康障害と人

間の反応 

①免疫系、感染防御系の健康障害と

人間の反応について概説できる。自

己免疫疾患、アレルギー性疾患、免

疫不全症、主なウイルス感染症、主

な細菌感染症、主なマイコプラズ

マ、クラミジア、リケッチア感染症、

主な真菌感染症、寄生虫症、医療関

連感染、日和見感染、敗血症等 

成人期疾病治療論 

微生物・感染制御学 

C-5-3)-(９) 

感覚器・神

経・運動器系

の健康障害

と人間の反

応 

①感覚器・神経・運動器系の健康障

害と人間の反応について概説でき

る。視覚障害、聴覚・平衡機能障害、

嗅覚障害、味覚障害、皮膚障害、主

な脳脊髄疾患、頭痛、運動の異常（麻

痺・失調）、言語障害、認知症、主な

末梢神経疾患、主な骨・関節・骨髄

疾患等 

成人期疾病治療論 

C-5-3)-(10)

精神・心身の

健康障害と

人間の反応 

①精神・心身の健康障害と人間の反

応について概説できる。統合失調

症、気分（感情）障害、自律神経失

調症、神経症性障害、ストレス関連

障害、食行動・摂食障害、睡眠障害、

小児・青年期の精神・心身の医学的

疾患、成人・老年期の人格・行動障

害、性同一性障害、産後うつ、様々

成人期疾病治療論 
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な依存症等 

C-5-3)-(11)

小児特有の

健康障害と

人間と反応 

①小児特有の健康障害と人間の反

応について概説できる。発育不全、

先天性疾患、脳性麻痺、発達障害、

児童虐待等 

小児看護学概論 

C-5-3)-(12)

物理・化学的

因子による

健康障害と

人間の反応 

①物理・化学的因子による健康障害

と人間の反応について概説できる。

食中毒、主な中毒、高温による障害、

寒冷による障害、熱傷、外傷、褥瘡

等 

成人期疾病治療論 

C-5-4)-(１) 

薬物及び薬

物投与によ

る人間の反

応 

①薬物の作用点（受容体、イオンチ

ャネル、酵素、トランスポーター）

を説明できる 

臨床薬理学 

②薬理作用を規定する要因（用量と

反応、親和性等）や薬物動態（吸収、

分布、代謝、排せつ）を説明できる 

臨床薬理学 

③薬物の蓄積、耐性、依存、習慣性

や嗜癖を説明できる 

臨床薬理学 

④薬物相互作用とポリファーマシ

ーについて概説できる 

臨床薬理学 

高齢期疾病治療論 

⑤薬物の投与方法（経口、舌下、皮

膚、粘膜、直腸、注射、吸入、点眼、

点鼻等）の違いによる特徴と看護援

助を説明できる 

臨床薬理学 

⑥小児期、周産期、老年期、臓器障

害、精神・心身の障害時における薬

物投与の注意点と看護援助を説明

できる 

臨床薬理学 

周産期・小児期疾病治療

論 

高齢期疾病治療論 

⑦主な治療薬（末梢神経系に作用す

る薬、中枢神経系に作用する薬、循

環器系に作用する薬、血液に作 

用する薬、呼吸器系に作用する薬、

消化器系に作用する薬、内分泌・代

謝系に作用する薬、腎・尿路 

系に作用する薬、感覚器系に作用す

臨床薬理学 

周産期・小児期疾病治療

論 

高齢期疾病治療論 

精神疾病治療論 
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る薬、生殖器系に作用する薬、免疫

系に作用する薬、予防接種、 

抗感染症薬、消毒薬、抗アレルギー

薬、抗炎症薬、抗腫瘍薬、分子標的

薬、医療用麻薬、麻酔薬、主 

な和漢薬（漢方薬））の作用、機序、

適応、有害事象及び看護援助を説明

できる 

⑧薬物の有効性や安全性とゲノム

の多様性との関係を概説できる 

臨床薬理学 

⑨薬物管理の基本的知識と注意事

項を説明できる 

臨床薬理学 

⑩薬害について概説できる 臨床薬理学 

⑪薬剤の職業性ばく露について説

明できる 

臨床薬理学 

C-5-4)-(２) 

放射線の医

療利用によ

る人間の反

応 

①放射線診断、放射線治療の意義を

説明できる。 

成人期疾病治療論 

②放射線の人体への作用機序を説

明できる 

成人期疾病治療論 

③放射線の健康影響・リスクと被ば

く線量との関係を説明できる 

成人期疾病治療論 

④放射線診断に伴う有害事象（造影

剤の副作用等）を説明できる 

成人期疾病治療論 

⑤放射線診断に伴うリスクと看護

について説明できる 

成人期疾病治療論 

⑥放射線治療に伴う有害事象（副作

用）とその看護について説明できる 

成人期疾病治療論 

⑦医療者自身の被ばく防護方策を

説明できる 

成人期疾病治療論 

⑧放射線被ばくに対する不安を理

解し、関係職種とともに適切に対応

できる 

成人期疾病治療論 

D D-1

看 護

過 程

展 開

D-1-1)

看護の基礎

となる対人

関係の形成 

①看護の目的意識をもって対象者

に関心を寄せることができる 

看護学概論 

コミュニケーション論 

看 護 実

践 の 基

②言語表現・非言語表現を用いた対

象者との相互作用を通して関係を

コミュニケーション論 

カウンセリング論 
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